
話題
あれこれ

出
へ
と
引
き
続
い
て
の
陳
情
を
開
始
し
て
い
る
。

木
材
産
業
活
動
要
望
団
体
の
原
口
博
光
代
表

幹
事
は
、「
14
年
に
わ
た
る
要
望
活
動
は
知
る

人
ぞ
知
る
成
果
が
よ
う
や
く
実
っ
て
来
た
。
参

加
団
体
は
よ
り
主
体
的
に
関
わ
っ
て
頂
き
た
い

と
同
時
に
、
声
の
出
せ
な
い
団
体
か
ら
は
当
方

が
一
任
さ
れ
た
と
気
概
を
持
っ
て
代
弁
し
取
り

組
ん
で
行
く
の
で
、
要
望
書
の
内
容
を
し
っ
か

り
読
ん
で
頂
き
た
い
。
当
団
体
は
あ
く
ま
で
ガ

ラ
ス
張
り
に
し
て
活
動
し
て
お
り
、
要
望
事
項

に
も
期
限
は
な
い
の
で
私
達
と
一
緒
に
活
動
し

て
欲
し
い
。
新
し
い
メ
ン
バ
ー
は
い
つ
で
も
大

歓
迎
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

そ
し
て
今
回
、
７
月
29
日
、
８
月
25
日
の
要

望
書
に
対
す
る
回
答
書
を
各
省
か
ら
頂
い
た

が
、
９
月
29
日
の
幹
事
会
の
協
議
に
於
い
て
、

将
来
の
木
材
産
業
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、
敢

え
て
再
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
政
府
へ
の
再

提
出
の
陳
情
は
約
10
回
行
な
わ
れ
、
11
月
７
日

の
陳
情
は
議
員
会
館
会
議
室
で
林
野
庁
、
経
済

産
業
省
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）、
国
土
交
通
省
と

個
別
に
各
１
時
間
の
面
談
が
持
た
れ
た
。

１
項
目
目
は
、
合
法
伐
採
木
材
流
通
利
用
促

進
法
の
施
行
に
際
し
て
、
日
本
材
の
更
な
る
利

用
拡
大
に
向
け
て
、
持
続
可
能
性
の
証
明
が
新

し
い
認
証
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
業
界
に
負
担
を

か
け
る
制
度
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
項
目
は
、
日
本
材
原
木
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利

用
の
推
進
に
際
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

用
木
材
の
需
要
の
増
加
に
対
応
し
た
原
木
供
給

力
の
増
大
は
、
終
局
的
に
は
路
網
整
備
、
搬
出

に
関
わ
る
こ
と
で
、
単
年
度
予
算
で
対
応
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
複
数
年
度
（
５
年
間
）
の

大
型
予
算
で
計
画
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
設
備
は
色
々
な
部
門
で
情
報
開

示
の
罰
則
的
義
務
化
が
必
要
だ
。

３
項
目
は
、「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

の
新
規
復
活
だ
が
、
消
費
者
に
日
本
材
の
利
用

拡
大
に
対
す
る
補
助
金
で
あ
り
、
外
材
は
対
象

外
、Ｗ
Ｔ
Ｏ
違
反
に
な
ら
な
い
知
恵
が
必
要
だ
。

４
、
５
項
目
は
経
済
産
業
省
マ
タ
ー
だ
が
、

「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
延
長
並
び
に
支
援

規
模
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
二
次

補
正
予
算
「
地
域
未
来
投
資
促
進
事
業
」
と
し

て
、
秋
に
成
立
し
た
。
平
成
27
年
度
補
正
予
算

よ
り
実
施
期
間
も
長
く
な
っ
た
。

尚
、「
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促
進
税
制
」

は
平
成
28
年
度
末
に
廃
止
に
な
る
が
、「
中
小
企

業
促
進
税
制
」
は
「
生
産
性
向
上
設
備
投
資
促

進
税
制
」の
中
小
企
業
版
と
し
て
利
用
で
き
る
。

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
補
助
金
」
の
復

活
に
つ
い
て
も
、
平
成
29
年
度
と
し
て
復
活
予

定
で
あ
る
。「
展
示
会
へ
の
補
助
制
度
」
の
創

設
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
予
算
に
於
い
て
、

海
外
展
示
会
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、「
国
内
展
示
会
の
補
助
」
に
つ
い
て
は
、

林
野
庁
木
材
産
業
課
（
当
時
）
の
小
島
孝
文
課

長
が
展
示
会
主
催
者
へ
の
補
助
制
度
を
新
設
し
、

既
に
二
度
採
択
さ
れ
て
い
る
が
、
更
な
る
充
実
を

今
後
共
、
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

以
上
、
原
口
代
表
は
要
望
書
再
提
出
に
際
し

て
、「
大
田
昭
宏
公
明
党
議
長
、
石
田
祝
稔
公

明
党
政
調
会
長
、
原
田
義
昭
自
由
民
主
党
消
費

者
問
題
特
別
委
員
会
委
員
長
、
武
部 

新
自
由

民
主
党
農
水
副
部
会
長
、
並
び
に
各
省
庁
の
担

当
官
の
方
々
に
は
、
我
が
国
の
木
材
産
業
の
活

性
化
に
留
意
頂
き
、
格
別
の
ご
理
解
、
ご
支
援

を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
た
い
」
と
、
語
っ
て
い
る
。

さ
て
、５
項
目
の
要
望
書
の
内
容
は
次
の
通
り
。

木
材
産
業
活
動
要
望
団
体
（
東
京
都
千
代
田

区
三
崎
町
２
丁
目
21
番
２
号
（
リ
ー
フ
ス
ク
ェ

ア
水
道
橋
ビ
ル
８
階
・
日
合
連
内
、
原
口
博
光

代
表
幹
事
、☎
０
３

－

５
２
２
６

－

６
６
７
７
）

原
口
博
光
代
表
幹
事
、
木
材
関
連
11
団
体
で
構

成
）
は
、
10
月
７
日
付
け
で
５
項
目
に
わ
た
る

「
要
望
書
」
を
政
府
並
び
に
与
党
へ
再
提
出
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

２
０
０
２
年
に
最
初
の
要
望
書
を
政
府
・
与

党
に
提
出
し
て
以
来
、
日
新
興
産
㈱
社
長
の
原

口
博
光
氏
が
中
心
と
な
っ
て
連
綿
と
続
け
ら
れ

て
来
た
木
材
産
業
要
望
活
動
は
現
在
、
▽
日
本

合
板
工
業
組
合
連
合
会
・
井
上
篤
博
会
長
、
▽

日
本
合
板
商
業
組
合
・
足
立
建
一
郎
理
事
長
、

▽
全
日
本
木
工
機
械
商
業
組
合
・
桑
原
柾
人
理

事
長
、
▽
日
本
機
械
・
鋸
刃
物
工
業
会
・
渡
邉

將
人
理
事
長
、
▽
日
本
木
造
住
宅
耐
震
補
強
事

業
者
協
同
組
合
・
小
野
秀
男
理
事
長
、
▽
（
一

社
）日
本
木
工
機
械
工
業
会・井
本
希
孝
理
事
長
、

▽
日
本
繊
維
板
工
業
会・澤
木
良
次
会
長
、▽（
一

社
）
日
本
家
具
産
業
振
興
会
・
加
藤
知
成
会
長
、

▽
東
京
都
家
具
工
業
組
合
・
山
口
貞
雄
理
事
長
、

▽
（
一
社
）
全
国
建
具
組
合
連
合
会
・
佐
田
時

信
理
事
長
、
▽
全
国
天
然
木
化
粧
合
単
板
工
業

協
同
組
合
連
合
会
・
松
尾
和
俊
会
長
の
11
団
体

が
正
式
に
参
加
名
を
連
ね
、
今
夏
に
「
木
材
産

業
要
望
活
動
団
体
」
と
し
て
新
た
な
組
織
を
発

足
さ
せ
た
。

代
表
幹
事
は
原
口
博
光
氏
、
事
務
局
長
は
日

合
連
専
務
理
事
の
川
喜
多
進
幹
事
、
そ
し
て
日

本
繊
維
板
工
業
会
の
瀧
川
充
朗
幹
事
、
日
本
合

板
商
業
組
合
常
務
理
事
の
伊
藤
洋
二
幹
事
、（
一

社
）
全
国
建
具
組
合
連
合
会
事
務
局
長
の
倉
橋

俊
治
幹
事
、
東
京
都
家
具
工
業
組
合
専
務
理
事

の
三
谷
博
久
幹
事
の
役
員
構
成
で
、
事
務
局
所

在
地
は
日
合
連
事
務
所
内
に
置
か
れ
た
。

そ
の
木
材
産
業
要
望
活
動
団
体
と
し
て
早
速

今
年
７
月
29
日
に
平
成
28
年
度
二
次
補
正
予
算

案
に
関
し
て
、
更
に
８
月
25
日
に
平
成
29
年
度

予
算
案
に
関
し
て
、
政
府
・
与
党
並
び
に
林
野

庁
、
国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
文
部
科
学

省
に
要
望
書
を
提
出
し
、
８
月
25
日
午
後
に
衆

議
院
議
員
会
館
で
行
な
わ
れ
た
「
住
宅
・
林
業
・

木
材
関
連
産
業
政
策
に
つ
い
て
関
連
団
体
よ
り

ヒ
ア
リ
ン
グ
」
の
席
に
は
本
誌
も
特
別
に
取
材

が
許
さ
れ
、
本
誌
２
０
１
６
年
９
月
号
（
４
０

２
号
）
で
既
報
し
て
い
る
。

こ
の
席
上
で
の
11
団
体
か
ら
の
要
望
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
成
果
は
、
既
に
決
定
さ
れ
て
い
る
各

省
庁
の
平
成
28
年
度
第
２
次
補
正
予
算
、
平
成

29
年
度
当
初
予
算
に
も
反
映
さ
れ
た
形
で
示
さ

れ
て
は
い
る
も
の
の
、各
省
庁
か
ら
の
公
明
党
へ

の
回
答
書
を
踏
ま
え
再
度
５
項
目
に
関
し
て
の

要
望
書
を
纏
め
、
10
月
７
日
付
け
の
要
望
書
提

20

木
材
産
業
要
望
活
動
団
体
が
５
項
目
の

要
望
書
を
政
府
・
与
党
に
再
提
出

要
望
活
動
も
継
続
14
年
目
、
着
実
な
活
動
成
果
を
得
る



話題
あれこれ

常
日
頃
、
我
が
国
木
材
産
業
の
発
展

に
格
別
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
28
年
度
二
次
補
正
予
算

案
及
び
平
成
29
年
度
予
算
案
に
関
し

て
、当
該
「
木
材
産
業
要
望
活
動
団
体
」

は
７
月
29
日
（
二
次
補
正
予
算
案
）
と

８
月
25
日
（
平
成
29
年
度
予
算
案
）、

要
望
書
を
政
府
・
与
党
並
び
に
林
野
庁
、

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業
省
、
文
部
科

学
省
に
提
出
致
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
の
全
項
目
に
つ
い
て
、
各

省
庁
か
ら
、
迅
速
に
し
て
適
切
、
適
確

な
回
答
を
戴
き
ま
し
た
こ
と
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

諸
回
答
に
つ
い
て
、
当
団
体
幹
事
会

（
９
月
29
日
、
合
板
会
館
）
で
討
議
の

結
果
、
別
紙
５
項
目
に
つ
い
て
、
再
度

検
討
の
上
、
是
非
実
現
さ
れ
ん
事
を
要

望
致
し
ま
す
。

１
．
合
法
伐
採
木
材
流
通
利
用
促
進
法

の
施
行
に
つ
い
て

（
林
野
庁
・
要
望
事
項
３
、
国
土
交

通
省
・
１
、
経
済
産
業
省
・
６
）

平
成
28
年
５
月
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
に
お
い
て
違
法
伐
採
根
絶
の
取

組
と
し
て
言
及
さ
れ
た
「
合
法
伐
採
木

材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
は
、
平
成
29
年
５
月
下
旬
の

施
行
に
向
け
て
、
現
在
主
務
省
令
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
本
法
律
の
効
果
的

な
施
行
の
た
め
以
下
を
要
望
し
ま
す
。

１
．
本
来
、
合
法
性
の
証
明
は
「
持

続
可
能
な
森
林
経
営
」
の
実
施
の
た
め

の
手
段
で
あ
り
、
合
法
性
の
証
明
そ
の

も
の
は
目
的
で
は
な
い
。こ
の
た
め
、本
法

律
に
よ
り
登
録
木
材
関
連
事
業
者
と

な
っ
た
者
が
利
用
す
る
合
法
伐
採
木
材

等
は
、
合
法
性
は
も
と
よ
り
持
続
可
能

性
も
確
認
さ
れ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ

り
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
特
定
調
達
品
目

で
も
同
様
の
位
置
づ
け
と
す
べ
き
で
す
。

２
．
登
録
木
材
関
連
事
業
者
が
登
録

実
施
機
関
に
支
払
う
、
登
録
実
施
事
務

に
関
す
る
料
金
は
、
同
事
業
者
の
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
最
小
限
度
の
額
と
す

る
こ
と
。

３
．
主
務
大
臣
が
定
め
る
木
材
関
連

事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事

項
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
法
令
に
適
合

し
て
伐
採
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
確
認
が

出
来
な
い
場
合
に
同
事
業
者
が
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
追
加
的
措
置
等
に
つ

い
て
、可
能
な
限
り
具
体
的
、詳
細
な
情

報
提
供
と
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

４
．
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
林
野

庁
の
木
材
・
木
製
品
の
合
法
証
明
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
団
体
認

定
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
。

（
回
答
に
対
す
る
再
要
望
）

１
．「
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及

び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」（
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
）
に
基
づ
き
策
定
さ

れ
る
基
本
方
針
、
省
令
等
に
お
い
て
、

上
記
４
項
目
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
要
望
致
し
ま
す
。

２
．
特
に
、
持
続
可
能
性
の
担
保
に

つ
い
て
は
、
法
律
を
制
定
し
、
公
共
調

達
の
み
な
ら
ず
民
間
調
達
も
全
て
対
象

と
な
る
こ
と
、
罰
則
規
定
を
設
け
る
こ

と
、
第
三
者
機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る

登
録
制
度
と
す
る
こ
と
等
こ
れ
ま
で

の
、
林
野
庁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
よ
り
は
る

か
に
充
実
し
透
明
性
の
確
保
さ
れ
た
制

度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
是
非
と
も
国
産

材
の
製
品
等
で
一
定
の
条
件（
例
え
ば
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

内
需
の
柱
と
し
て
の

－

住
宅
・
林
業
・
木
材
関
連
産
業
政
策
の
提
案

－
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▲公明党政調会長の石田祝稔衆議院議員へ要望書を手渡す

▲自由民主党・原田義昭衆議院議員へ要望書を手渡す

▲公明党議長の太田昭宏衆議院議員へ要望書を手渡す



話題
あれこれ

ク
組
織
委
員
会
の
定
め
た
木
材
の
調
達

基
準
）
を
満
た
す
も
の
は
、
持
続
可
能

性
が
証
明
さ
れ
た
も
の
と
す
べ
き
で

す
。「
持
続
可
能
性
の
証
明
が
必
要
で

あ
れ
ば
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
、
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
等
の
森

林
認
証
を
取
り
な
さ
い
」
で
は
、
法
律

ま
で
制
定
し
て
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で

世
界
に
発
信
し
た
本
制
度
の
趣
旨
、
メ

リ
ッ
ト
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
効
果
が

大
き
く
損
な
わ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

２
．
日
本
材
原
木
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用

の
推
進
（
林
野
庁
・
要
望
事
項
５
、

経
済
産
業
省
・
７
）

林
野
庁

１
．
林
野
庁
が
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
」
は
、

燃
料
の
安
定
供
給
の
確
保
や
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
確
保
の
観
点
か
ら
は
、
大
き
く

前
進
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
。

そ
の
中
で
出
た
意
見
に
対
し
て
、
提

示
さ
れ
た
内
容
の
着
実
な
実
施
と
結
果

の
早
期
公
表
を
行
い
、
平
成
29
年
度
の

買
取
価
格
算
定
員
会
の
資
料
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
頂
き
た
い
。

①
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
木
材
の

需
要
の
増
加
に
も
対
応
し
た
原
木
供
給

力
の
増
大
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
必

要
。
な
お
、
補
助
事
業
に
お
い
て
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
認
定
団
体
等
に
対
す
る
実

態
把
握
を
予
定
。

②
発
電
事
業
者
は
、
固
定
価
格
の
買

取
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
未
利
用
間

伐
材
の
利
用
、
林
地
残
材
の
集
荷
へ
の

取
組
な
ど
、
本
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え

た
対
応
を
検
討
。

③
原
木
供
給
力
の
増
大
や
都
道
府
県

に
お
け
る
県
内
の
原
木
供
給
見
通
し
の

把
握
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
発
電
施
設
認

定
時
の
都
道
府
県
と
の
連
携
が
必
要
。

④
生
産
性
の
向
上
や
路
網
整
備
、
搬

出
・
流
通
の
効
率
化
の
推
進
が
必
要
。

経
済
産
業
省

２
．
設
備
申
請
の
内
容
と
実
績
と
の

整
合
及
び
評
価

Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
設
備
に
申
請
す
る
場

合
、
設
備
容
量
、
使
用
燃
料
、
調
達
先
、

価
格
等
を
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般

公
表
は
認
定
後
に
設
備
設
置
市
町
村
、

設
備
容
量
、
バ
イ
オ
マ
ス
比
率
分
と
燃

料
区
分
（
最
多
と
な
る
燃
料
区
分
で
公

表
さ
れ
る
）
の
み
で
あ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
設
備
は
、
定
期
的
に
運

転
実
績
、
燃
料
使
用
実
績
等
の
報
告
義

務
が
あ
り
、ま
た
、事
業
者
認
定
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
団
体
が
、
事
業
認

定
者
か
ら
の
報
告
資
料
に
基
づ
き
、
情

報
開
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
情
報
開
示
も
殆
ど
実
施
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
早
急
に
定
期
的
な
公

表
を
望
む
。

利
用
動
向
調
査
の
詳
細
な
公
表
資
料

が
、
次
年
度
の
買
取
価
格
算
定
委
員
会

の
審
議
活
か
す
よ
う
に
し
て
貰
い
た
い
。

（
今
ま
で
は
、
デ
ー
タ
数
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
情
報
開
示
さ
れ
な

か
っ
た
。）

特
に
平
成
29
年
度
か
ら
は
、複
数
年
の

買
取
価
格
が
決
め
ら
れ
、
運
用
さ
れ
る
の

で
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
の
安
定
供
給

が
必
須
事
項
で
あ
り
、
そ
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
た
際
に
は
、
必
ず
既
存
産
業
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

共
通
事
項

３
．
開
示
資
料
の
活
用

次
の
資
料
が
開
示
さ
れ
て
い
る
の

で
、
設
備
申
請
の
受
理
の
際
の
判
断
材

料
と
し
て
活
用
し
て
貰
い
た
い
。（
省

庁
、
出
先
機
関
と
の
共
有
化
）

①
８
／
24
公
表
の
林
野
庁
資
料

⑴
建
設
資
材
廃
棄
物
由
来
の
チ
ッ
プ

は
、
４
３
１
万
ト
ン
で
あ
る
が
、
国
土

交
通
省
の
「
平
成
24
年
度
建
設
副
産
物

実
態
調
査
結
果
」
で
は
、
建
設
発
生
木

材
の
再
資
源
化
量
は
、
４
４
６
万
ト
ン

（
総
発
生
量
は
５
０
０
万
ト
ン
）
で
、

新
設
住
宅
着
工
量
か
ら
類
推
し
て
も
新

た
な
需
要
に
対
し
て
は
対
応
で
き
な
い
。

⬇
建
設
資
材
廃
棄
物
由
来
の
チ
ッ
プ

を
利
用
し
た
発
電
設
備
申
請
の
認
可
に

際
し
て
は
、
供
給
根
拠
を
明
確
に
し
て

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

⑵
今
回
の
調
査
対
象
は
全
国
１
３
６

２
事
業
所
で
、
う
ち
、
１
２
９
４
事
業

所
か
ら
の
回
答
で
、回
答
率
95
％
で
す
。

こ
の
対
象
が
、
建
設
資
材
廃
棄
物
を

利
用
し
て
い
る
発
電
事
業
者
を
全
て
網

羅
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
実
際
に
会
員
会
社
で
は
、
回
答
し
て

い
な
い
所
も
あ
る
）

⑶
建
設
資
材
廃
棄
物
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制

度
で
は
、
林
野
庁
の
管
轄
で
は
な
い
の

で
、
こ
の
資
料
の
評
価
を
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
が
行
い
、
今
後
の
設
備
申
請
の

判
断
材
料
と
し
て
貰
い
た
い
。

②
５
月
閣
議
決
定
さ
れ
た
森
林
・
林

業
基
本
計
画

こ
の
計
画
の
中
に
示
さ
れ
た
林
産
物

の
供
給
及
び
利
用
に
関
す
る
目
標
に
関

し
て
は
、次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

用
途
別
の
木
材
利
用
量
の
目
標
に
お

い
て
、
２
０
３
０
年
の
燃
料
材
の
需
要

量
が
９
０
０
万
m3

、
国
産
の
燃
料
材
の

供
給
量
が
８
０
０
万
m3

と
な
っ
て
い
る

が
、政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
は
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が
３
４
５
万
kW

〜
４
６
１
万
kW
で
あ
り
、
必
要
な
燃
料

材
は
５
４
０
０
万
m3

〜
７
４
０
０
万
m3

と
推
計
さ
れ
、
整
合
が
と
れ
て
い
な
い
。

こ
の
計
画
内
容
の
整
合
化
と
実
際
の

供
給
体
制
の
構
築
化
を
図
り
、
早
急
に

情
報
開
示
を
行
う
。

３
．
消
費
者
向
け
の
木
材
・
木
材
加
工

製
品
等
の
利
用
拡
大
に
対
す
る
補
助

金
の
実
施
「
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
の
新
規
復
活

（
国
土
交
通
省
・
要
望
事
項
３
、
林

野
庁
・
６
）

１
．
日
本
の
森
林
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
植
林
を
行
っ
た
樹
木
が
既
に

成
長
し
伐
採
期
に
到
来
し
た
。
成
長
し

た
木
材
を
伐
採
し
そ
の
利
用
を
拡
大

し
、
植
林
を
行
い
優
良
な
森
林
を
保
持

し
な
け
れ
ば
国
土
を
健
全
に
保
つ
こ
と

が
出
来
な
い
。
成
木
の
利
用
拡
大
を
行

わ
ね
ば
、
地
球
温
暖
化
を
含
め
た
環
境

保
全
の
実
施
が
出
来
な
い
時
代
と
な
っ

た
。
国
民
が
木
材
を
利
用
し
、
国
土
の

保
全
に
役
に
立
つ
と
い
う
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。

２
．
国
民
に
木
材
利
用
意
識
を
高
め

る
為
に
、
住
宅
等
に
木
材
活
用
の
意
識

付
け
の
手
法
と
し
て
「
木
材
利
用
ポ
イ

ン
ト
制
度
」
を
新
規
復
活
し
、
身
近
に

木
材
を
使
う
動
機
と
し
ま
す
。
大
多
数

の
国
民
が
木
材
利
用
に
よ
り
、
国
土
の

保
全
と
環
境
の
維
持
に
役
立
つ
意
義
を

認
識
す
る
ま
で
、
消
費
者
を
対
象
と
す

る
補
助
の
実
施
を
強
く
提
言
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

４
．「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
延
長

並
び
に
支
援
規
模
の
一
層
の
充
実

（
経
済
産
業
省
、
要
望
事
項
２
）

（
回
答
に
対
す
る
再
要
望
）

〇
２
年
の
期
限
立
法
化

〇
支
援
規
模
の
拡
大

①
一
般
型
補
助
上
限
額
：
１
５
０
０

万
円②

高
度
生
産
性
向
上
支
援
：
５
０
０

０
万
円

５
．「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
補
助

金
」
の
復
活
並
び
に
拡
充

（
経
済
産
業
省
、
要
望
事
項
３
）

（
回
答
に
対
す
る
再
要
望
）

〇
２
年
の
期
限
立
法
化

〇
支
援
規
模
の
拡
大
（
Ａ
類
型
、
Ｂ

類
型
）

〇
補
助
の
引
上
げ

１
／
３
以
内
↓
１
／
２
以
内
へ
、

１
／
２
以
内
↓
２
／
３
以
内
に

当
該
団
体
は
木
材
産
業
を
具
体
的
発

想
基
盤
と
し
て
、
現
時
、
日
本
の
立
ち

位
置
（
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
）
か
ら
脱
却

し
、「
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」

を
推
進
す
る
上
で
、「
民
間
設
備
投
資
」、

「
技
術
革
新
」
を
抜
本
的
且
つ
大
胆
に

敢
行
す
る
事
を
要
望
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
ま
で
安
倍
首
相
が
掲
げ

る
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
」
の
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
第
３
の
矢
は
経
済
産
業
省
の
空

前
の
諸
策
に
よ
っ
て
、
良
質
な
供
給
が

増
加
し
、
そ
の
供
給
増
分
が
需
要
を
刺

激
し
、
需
要
を
増
加
さ
せ
、
個
人
消
費

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
、
多
大
な
シ

ナ
ジ
ー
が
あ
り
ま
す
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
大
半
を
占
め
る
「
設
備
投

資
」
と
「
個
人
消
費
」
の
潜
在
成
長
率

の
喚
起
が
現
時
点
で
必
須
で
す
。

以
上
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